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みなと元町タウンニュース

市民の命を守る
神戸市消防局長　長岡　賢二

　新年あけましておめでとうございま
す。みなと元町タウン協議会のみなさ
まにおかれましては、健やかに新しい
年をお迎えのこととお慶び申しあげま
す。また、旧年中は、消防行政の推進に
ご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し
あげます。
　新型コロナウイルスの感染拡大が続
いていますが、消防職員は、市民の命を
守るという使命を果たせるよう、徹底し
た感染防止対策をはかりながら活動を
おこなっています。また、新型コロナウ
イルス感染症に関する諸課題の検討や
データ分析を進め、保健所や医療機関
をはじめとする関係機関と情報共有を
図り、救急搬送体制の確保を引き続き
努めてまいります。
　消防関連の行事につきましては、集
客イベントの開催や対面での広報活動
に制約がある中で、工夫を凝らしなが
らおこなっています。毎年、新年に挙行
しております消防出初式は、開催方法
を変更し、映像と音楽で決意を伝える

「リモート出初式」としておこないます。
これまでの出初式映像や訓練の映像
に加えて、神戸市在住の作詞家、松本
隆さんの賛同と協力を得て、「瑠璃色の
地球chorus」プロジェクトの一環とし
て、エッセンシャルワーカーの方々、防
災に携わる市民の方々、消防職団員が、
「瑠璃色の地球」を歌い繋ぎ、市民の
方々に勇気と希望をお届けいたします。
映像は、市内の協力施設において令和
３年１月４日から公開するほか、神戸市
ホームページ、「KOBE_TV」、「You-
Tube」などインターネットでも配信しま
すので、是非ご視聴ください。
　みなさまにおかれましても、感染対策
を取りながらの日常生活や経済活動を
維持することに大変ご苦労されている
ことと思います。引き続き、感染拡大防
止のため、ご協力をいただきますようお
願いいたします。
　さて、火災に目を向けますと、昨年は
８月に多くの建物火災が発生し、残念
ながら死者も発生しています。これを
受けまして、住宅火災の発生防止及び
被害軽減を目的とした広報を強化し、
住宅火災予防上の注意点や住宅用火
災警報器の設置、維持などの火災予
防対策についての注意喚起を行いま
した。YouTubeでも火災実験動画を
公開し、家庭内での火災予防に対する
情報を動画でわかりやすく広報してい
ますので、こちらもご覧いただければ
と思います。
　近年、様々な分野でICTの進展と利
活用が進んでいますが、消防行政にお
きましてもICTの活用を推進していま
す。自然災害への備えとして、土砂災害
に対する市民の防災意識向上を目的

に、災害を疑似体験できる「土砂災害
VR」による研修等を実施しています。
また、119番の通報者に、スマートフォ
ンを介して現場の状況を送信していた
だく映像システムの「KobeLive119」を
導入し、火災の状況や、救急車が到着
するまでの急病人の状況を映像で確
認できるようになりました。消防職員が
現場到着前に必要な資機材を準備し
たり、通報者に適切な応急処置をお願
いできますので、被害の軽減に役立て
ることを期待しています。
　ハード面の整備では、建て替え中の
兵庫消防署と西神南地区の新出張所
が、令和３年度中に竣工する予定と
なっており、消防拠点の機能強化に努
めています。
　これからも市民の安全・安心を確保
するため、職員一丸となり取り組んでま
いりますので、今後ともご支援ご協力を
賜りますようお願い申しあげます。
最後になりましたが、皆様のますますの
ご健勝とご多幸、そして今年一年が平
穏無事でありますよう心よりお祈りいた
しまして、新年のごあいさつとさせてい
ただきます。

神戸市消防局ホームページ
『火災予防のための実験等動画一覧』

　神戸駅東クリーンチームは１２月４日（水）１
２時から、ハーバー懇談会地域のクリーン作
戦を実施した。エスタシオン・デ・神戸から１１
名、ネッツトヨタ兵庫㈱２０名、元町通７丁目２
名が参加した。
　また、ちゅうおう障害者地域生活支援セン
ターでは、１２月３日から９日まで、障害者週
間にあたることから、今年も、障がい当事者・
支援者、その地域（中央区）に関わりのある多
くの方々が集まり、もとまちハーバー懇談会主
催のクリーン作戦に合流した。障害福祉への
関心と理解を深めるため、清掃活動を通じて
地域貢献を行うと共に、地域の様々な方との
つながりをつくっていくことを趣旨とした活動。
今年で１０回目になる。

栄町通まちづくり委員会は、１２月１１日（金）１０
時から１０時３０分まで、栄町通を中心に、ゴミ
拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへの
不法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町
通クリーン大作戦を実施した。参加者は、（元栄
海三丁目自治会）奈良山喬一、（神戸市）西山昌
樹・川口雄也、（広島銀行）曽我部真介、（兵庫
県信用組合）前田健輔・藤本吉英・篠原義晴・
西尾和史・井上博行、（三鈴マシナリー㈱）稲岡
千硯、（㈱ＫＫテクノ）松本美紀、（神明）竹広有
佳子、（神明倉庫㈱）藤尾憲弘・十時実希、（㈱
イーエスプランニング）松坂仁美・川上格・八田
将太郎、（佐野運輸㈱）北島幸宏・末松明、（ま
ちづくり会館）木原正剛、（新光明飾㈱）中川
俊・大森貴美子・藤田直之・篠原博明・西村友
博、（佐田野不動産㈱）佐田野宏之、以上２６名
みなさんでした。毎月第２金曜日午前１０時、栄
町通６丁目佐田野不動産前集合の上、実施して
います。お気軽にご参加ください。

神戸駅東地区クリーン作戦

 ◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

１月　１日（金）～１月　４日（月）休館
１月１７日（日）～１月１９日（火）「先天性サブリ見ナル」
１月２２日（金）～１月２６日（火）ろうきん公募写真展
 ◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６  

１月　１日（金）～１月　８日（金）『鴛鴦歌合戦』
１月　１日（金）～１月１５日（金）
　　『相撲道 ～サムライを継ぐ者たち～』
　　『天井棧敷の人々』
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１月　９日（土）～１月１５日（金）『種をまく人』
１月　９日（土）～１月２２日（金）『詩人の恋』
１月１６日（土）～１月２２日（金）
　　『れいこいるか』・『白痴』
１月１６日（土）～１月２９日（金）『アイヌモシリ』
１月２３日（土）～１月２９日（金）
　　『香港画』・『アリ地獄天国』・『クシナ』
１月２３日（土）～２月　５日（金）
　　『VIDEOPHOBIA』
１月３０日（土）～２月　５日（金）
　　『レディ・トゥ・レディ』

中央区自立支援協議会から多くのみなさんも参加

ネッツトヨタ兵庫、元町通７丁目、
ちゅうおう障害者地域生活支援センター関係者のみなさん

ネッツトヨタ兵庫、元町通７丁目、
ちゅうおう障害者地域生活支援センター関係者のみなさん

エスタシオン・デ・神戸のみなさんエスタシオン・デ・神戸のみなさん
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平野義昌

　「諏訪山界隈」に関わりのある文人二人の足跡
を追ってみる。文学史ではほぼ無名と言ってよいだ
ろう。
まず江戸時代の俳人「松間堂它谷（しょうかんど
う・だこく）」。諏訪山神社に句碑が建っている。建
立年月、建立者不明。
〈南海眺望　紀の海の阿波へ流るゝ 月夜かな　它
谷〉（写真）
　俳諧研究者・坂井華溪（かけい、1896～1955
年）が詳しい。「它谷」は兵庫福原の人（補註1）、生
年没年など謎の人物だった。「它谷」初見は中山寺
奉納「三千燈」（宝暦11年、1761年）掲載の句、「捨
石の苔ともならず落葉哉　蛇谷」。これ以後の句は
「它谷」名。与謝蕪村「辛卯歳旦帳」（明和8年、1771
年）に収められるなど、天明6（1786）年まで多くの
俳書に掲載されているが、その後途絶える。「紀の
海」は安永2（1773）年の俳書にある。註1
　京都大学教授・潁原博士（江戸文学の潁原退蔵、
1894～1948年）が京都の古書店で『松間堂句集』
を探し出し、坂井も「管見の機会」を得た。戦後まも
なくのことだろう。序文は松岡士川（しせん、1742～
1816年）、灘・大石の酒造家で蕪村門下且つ後援者
だ。「它谷」死後の出版であること、「它谷」が70～
80歳代にかけて病に伏したことが記される。刊行
年の記載はないが、句作途絶の理由は判明した。郷
土史家・川島禾舟（かしゅう、1879～1952年）が追
谷墓地無縁仏に「它谷」墓石を発見。1915（大正4）
年の城ヶ口墓地廃止、追谷移転の結果だろう。同じ
く郷土史家・江口良橋（りょこう、1895～1951年）の
探索により、没年は寛政4（1792）年（よって『句集』
出版はこれ以降）、通称「元竜」、住まい兵庫松屋町
（現在兵庫区本町）、と明らかになった。註1
　坂井の「紀の海」鑑賞。
〈明朗淡 と々した句境で、皎々たる月夜に照らされて
金波銀波が遠く紀淡海峡の方へ、流れてゆく渺茫
たるちぬの海のさま、全く一幅の画である。（後略）〉
註1
　坂井は、碑の文字は「它谷」の自筆を刻したもの、
と考える。句品・位置とも神戸市内の句碑で最上、
と讃えている。註1
蛇足ながら、「ちぬの海」は「茅渟海」、和泉国と淡路
島間の海の古称、広く大阪湾を言う。ちぬ鯛に代表
される豊富な漁場である。万葉の昔から歌われ、校
歌にもよく登場する。
　坂井は、俳号「它谷」を再度山中の「蛇谷（蛇ヶ谷）
」に由来、と考える。「它」は「蛇」の原字。話は奈良時
代、皇位を狙う弓削道鏡とそれを阻止する和気清麻
呂の闘争に遡る。清麻呂が道鏡の刺客に追われ摩
耶山中に逃げ込み、大蛇に助けられた。清麻呂はこ
の地に如意輪観音を祀り、霊場・摩尼山（まにさん）
を開いた。唐渡航前にここで空海が修行。航海の往
復、竜が出現して暴風雨から船を守り、帰港すると
摩尼山の方角に消えた。空海が無事を感謝して摩
尼山に登ると、南の「蛇谷」に竜が現れた。空海は霊
場に寺を建立し、「大龍寺」と名付けた。山名「再度
山」は空海が唐渡航前後2度登ったことにちなむ。
登山道「大師道」の名も残る。註2
　蛇が竜になったが、「元竜」とのつながりを感じる。
以下坂井の考察。「元竜」名から「它谷」は医師では
ないか。さらに、同時期福原に俳人「周蛇（しゅうだ）
」が存在、血族か師弟関係だろう。「大龍寺」にある

松永貞徳（1571～1653年）の句碑「秋草にあんまと
らせて苔の石」に、建立者「五世周蛇」の名がある。
この碑も年代不明だが、諏訪山「它谷」碑と呼応し
ているのではないか。証拠はない。長年研究を重ね
た俳諧探偵の推理である。註1
　文学研究者・宮崎修二朗は、坂井ら「故人のひそ
やかな営々の“郷土探索”が、こんにちの神戸文化
の礎石」と言う。註3
　次は短歌。
〈キネマの月巷（ちまた）に昇る春なれば遠く声して
子らは隠れぬ〉
　稲垣足穂初期の作品「或る小路の話」、副題に
「キネマの月巷に昇る春なれば」と付される。春の夜、
「私」は友人に「ガスの光で育ったような顔」の女の
子を紹介すると誘われ、中山手の小路を行く。彼女
は不在。落胆して道を戻ると空に満月が昇っていた、
という話。後に「友だちの歌からの借用」と告白した。
〈……アスファルト街上にまんまるい月が昇って、そ
の下で青い眼の連中が隠れん坊をやっていると云
うのであろう。／この神戸三宮の山手の夜間雰囲気
が、私に『一千一秒物語』を書かせた。〉註4
　友だちとは関西学院の同級生・猪原（いはら）太
郎。足穂より1歳上、病気で1年休学し、4年生で同級。
彼は退学した今東光と親しくしていた。足穂と詩を
やり取りし、本の感想を述べ合うようになる。猪原が
登場する作品がある。Ｉが猪原、江美留が足穂。
〈……或る昼休みの教室の黒板に、Ｉは、「六月の夜
の都会の空」という九字を走り書きして、直ちに消し
てしまった。「いや何でもありゃしない」と彼は甲高
い声で江美留に云った。「――でも、ちょっといい感
じがしやしないかい？」〉註5
　江美留はＩの感覚を理解した。「夕星を仰いで空
中世界を幻視する」イメージが広がる。互いを刺激
し合う文学の友であった。
〈――午後の授業が始まるとすぐに、後ろの席から
丸めた紙片が飛んできた。ひろげてみると、「六月の
夜の都会の空」と題した詩が書いてあった。遣られ
た！　と江美留は思った。（中略）／／火竜の乱舞／
月が笑う……／生と死のたまゆらに遠い未来を望
む飛行者よ／／このお終いの三行が江美留の頭に
取り残されて、いつの間にか彼自身の様式を採りか
けていた。〉註5
　猪原は友人に苗字「猪」の字が気になると言われ、
「Ｔ・Ｅ・バラ」「Ｔ・イバラ」「酒場星人」「ドミトリ・イ
ハラ」などと署名するようになった。註6
　1919（大正8）年、二人は卒業。猪原は中央郵便局
勤務。足穂は東京で自動車運転免許取得後、明石
に戻り飛行機製作や創作の日々。
〈ドミトリは（中略）一度、勤めをサボって、当時流行
のカウボーイ帽をかむって明石へ顔を出してからは
毎日のように、弁当持参で私の家の玄関へ立つの
だった。〉註6
　猪原が足穂未知の作家・佐藤春夫について語る。
春夫は昼の光線が嫌いで雨戸を閉めランプを灯し
て書いている、と。足穂は春夫に自分の作品を見て
もらいたい、と手紙を出し、21（大正10）年春夫門下
に入った。猪原も上京して来る。猪原はカミソリを携
帯してトラブルを起こし、火のついた炭を投げつける
など、行動が危なくなる。足穂は、彼の作品に独特
の感覚がなくなった、とも思う。註6
　1925（大正14）年、猪原は「猪原一郎」名で「月光
を盗む」（「文芸時代」金星堂）を発表、今東光の紹

介による。続いて、「文党」（文党社、今東光主宰）5月
号に「月、汽車、訪問」寄稿。東光が「猪原発狂」（実
際は「頭の中」にできた「腫瘍様のもの」の手術）の
知らせを受け、12月号に「荒談」を掲載。同号編輯
後記で「かかる境地を開拓した最初の人」と紹介し
た。註7、註8
　足穂は東光に抗議の手紙を出した。猪原が年長
の友人であり、互いに影響し合ったことは事実だが、
猪原が「かかる方面の開拓者のはじめとは小生の星
とお月さまが泣きます」と、自らの文学的独自性を
主張した。また、猪原が「まるっきりの発狂でなく」、
京都で療養中であることを伝え、猪原作品掲載に
感謝の気持ちを表している。
〈あなたにも心配をかけ、またこの不幸なイハラの文
学が活字になったこともあなたという人がなかった
ら出来なかったことで、その点についても、数少な
いイハラの友人として一度お礼をしようと思っており
ましたが機を得ず、今日に至って右ちょっとペンを
走らせたようなわけです。〉註9
　26（大正15）年1月、東光は「文党」にこの手紙を
掲載。文学者・学校の先輩として誠意を示した。
足穂が作家・足立巻一に話している。自分の死後文
学碑は一切ご免こうむるが、「他人が勝手に立てる
のだったら、猪原のこの歌をローマ字で、旧トーアホ
テルの近辺に建ててもらいたい」。註3　　
猪原のその後は不明だ。足穂と猪原は火竜舞う満
月の空を飛行して、子どもたちのかくれんぼを眺め
ている。私はそんな想像をする。

註1　坂井華溪『摂西兵庫俳諧史』みるめ書房、1959年。戦前坂
井は俳誌「ひむろ」主宰。
註2　田辺眞人『神戸の伝説　新版』神戸新聞総合出版セン
ター、1998年
註3　宮崎修二朗『ひょうご歌ごよみ』兵庫県書籍協同組合、
1984年
註4　『稲垣足穂作品集〈タルホ集6〉キネマの月巷に昇る春なれ
ば』潮出版社、1975年
註5　稲垣足穂『弥勒』河出文庫、1987年
註6　稲垣足穂『人間人形時代』工作舎、1975年
註7　『足穂拾遺物語』青土社2008年、高橋孝次解題より　
註8　高橋信行「同人誌」『稲垣足穂の世界　タルホスコープ』平
凡社、2007年
註9　「『文党』への手紙」『稲垣足穂全集13』筑摩書房、2001年
補註1　地名「福原」は「摂州八部郡福原庄」のこと。平清盛福原
京にちなむ。現在の中央区西部（旧生田区）から兵庫区にあたる。
補註2　今東光について、関西学院の資料（Web「関西学院事
典」）は1912（明治45）年入学、15（大正3）年退学としている。足
穂は東光退学を14（大正2）年3年生1学期終了後と記憶。猪原に
ついて、足穂研究者は「猪原が二年留年して、足穂とのやり取り
が始まったのは、足穂が五年生になってからではないだろうか」
と指摘している。高橋信行「『美しき学校』をめぐって」（「ユリイカ
　総特集稲垣足穂」2006年9月臨時増刊号、青土社）

諏訪山界隈（4）

海という名の本屋が消えた（86）
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